
安全・安心と暮らし専門分科会運営要領

（任務）
第１ 安全・安心と暮らし専門分科会（以下 「専門分科会」という ）は、急峻な、 。

地形や厳しい自然環境、美しく豊かな暮らしが広がる居住圏域を持つ北陸地方に
おいて 「安全」で「安心」な地域づくりを進めていくとともに、いわゆる「二、
地域居住」などの交流人口の拡大なども視野に入れつつ、住む人々の満足度を高
める観点から、北陸圏広域地方計画に関する専門の事項を検討する。

（運営）
第２ 専門分科会の会議は、座長が招集する。

２ 専門分科会は、北陸圏広域地方計画協議会準備会構成員がオブザーバーとして
参加できるものとする。

３ 座長は、必要に応じて、委員以外の者を専門分科会の会議に出席させ、意見等
を求めることができる。

４ 専門分科会は、委員の２分の１以上が出席しなければ、会議を開くことができ
ない。だだし、座長は、やむを得ない理由により会議を開く余裕のない場合にお
いては、事案の概要を記載した書面を委員に送付し、その意見を徴することをも
って、会議に代えることができる。

（議事の公開）
第３ 会議又は議事概要は、速やかに公開するものとする。ただし、特段の理由があ

るときは、会議及び議事概要を非公開とすることができる。
２ 第３の１ただし書の場合においては、その理由を明示し、議事要旨を公開する

ものとする。

（庶務）
第４ 専門分科会の庶務は、北陸地方整備局企画部及び建政部並びに北陸信越運輸局

企画観光部において処理する。

（雑則）
第５ この要領に定めるもののほか、専門分科会の運営に関し必要な事項は、座長が

定める。

附 則
この要領は、平成 年２月 日から施行する。19 23
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